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バグフィルター 
集じん率99.9%のウソをあばく 



あらためて 
なぜバグフィルター？ 



もうひとつの「安全神話」が始まっている 

東大アイソトープ総合センター長 
児玉龍彦氏の福島県での講演資料 
（2017年3月）より 
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放射能汚染ゴミの全体像 

警戒区域・計画的避
難区域内の廃棄物 

稲わら、上下水道
汚泥、焼却灰など） 

東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う放
射性物質による環境汚染の対処において必要
な中間貯蔵施設等の基本的考え方について  
平成２３年１０月２９日  環     境     省  



なぜバグフィルターを問題にするのか 

• 放射能汚染がれき焼却用の仮設焼却炉での焼却
＝福島県内24か所（既に役目を終えて解体施設も）。 

• 除染ごみの一般焼却炉での焼却。 

• 岩手県、宮城県、栃木県などで汚染牧草、汚染農
業系廃棄物（たい肥、榾木、剪定枝など）の焼却の
動き。 

• 汚染土の高温処理によるセシウム回収型焼却炉
（飯館村蕨平、中間貯蔵施設）。 

• 各地で木質バイオマス発電の建設ラッシュ。 

これらすべての施設が集じん設備としてバグフィ
ルターを設置。 

住民への説明会では安全性の根拠として除塵率
99.9%と説明している。 



現実は 

2012.10.25 
焼却炉のフィルターをくぐり抜ける放射能 拡大する管理なき被曝労働（1） 

週刊ダイヤモンドオンラインより 
http://diamond.jp/articles/-/26833  

バグフィルターの下流にある消音機 

メンテナンス後 メンテナンス前 

http://diamond.jp/articles/-/26833
http://diamond.jp/articles/-/26833
http://diamond.jp/articles/-/26833


吸入による内部被ばくの危険性 



粉じん粒径と体内への取り込み 

「PM2.5に対するフィルタ捕集率評価指針」 ISO/TC142 フィルタ試験分科会（PM2.5 小委員会）より 

・・PM2.5は、肺の深部（肺胞部）まで到達し、沈着部位に24時間以上滞留する。このた
めPM2.5は、気管支部に沈着する粒子よりも人体への影響が大きく、呼吸器、循環器
疾患や死亡率にも影響すると報告されている。 

「はじめての集じん技術」第5章 原典は 1994 ICRP 24 
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細かい粒子は肺の奥まで侵入する。 

・粒子径が大きいものは鼻咽腔に、中位のものは気管、気管支に、更に微
細なものは終末気管支および肺胞まで侵入して、そこに沈着する。 
（1969年原子力委員会決定「プルトニウムに関するめやす線量について」） 

http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html  
国立環境研究所 大気中超微小粒子と心疾患  

http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
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吸入摂取の危険性 － 気になる報道 

福島第一原子力発電所で事故対応にあたった東
京電力の作業員が体内に吸い込んだ放射性セシ
ウムは、当初の予測より、体外への排出が遅いと
いう追跡調査結果を、放射線医学総合研究所の
谷幸太郎研究員らが発表した。 

 谷研究員らは、セシウムの一部が水に溶けにく
い化合物になり、肺に長くとどまるためではないか
と推定している。被曝ひばく線量を見積もる計算モ
デルの見直しにつながる可能性があるという。 

2015年06月08日毎日新聞 

広島原爆：「黒い雨」体験者の肺
にウラン残存 

広島大と長崎大の研究グループは７日、広島
原爆の「黒い雨」を体験した女性の肺組織に
ウランが残存し、現在も放射線を放出してい
ることを示す痕跡を初めて撮影したと明らか
にした。女性は原爆投下時２９歳で、８０代で
肺など３臓器に多重がんを発症し、９４歳で
死亡した。解析したのは１９９８年に切除し保
存されていた肺組織で、グループは「放射性
降下物由来の核物質による内部被ばくが半
世紀以上続いていたことが裏付けられた」と
している。【高橋咲子、加藤小夜】 

2015年08月10読売新聞 

セシウム排出、予測より遅い…作業員を追
跡調査 



バグフィルターとは何か？ 
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焼却炉に設置されているバグフィルターとは？ 

バグフィルターの性能 
バグフィルター 

ろ布 

タクマ（株）のホームページより 
http://www.takuma.co.jp/product/msw/stoker_msw.html  

一般的な焼却炉のフロー 

http://www.takuma.co.jp/product/msw/stoker_msw.html


金沢大学理工学域自然システム学類（化学工学コース）大谷 吉生氏プレゼン資料より 

液ろ過の場合 

空気ろ過の場合 



金沢大学理工学域自然システム学類（化学工学コース）大谷 吉生氏プレゼン資料より 



バグフィルターは漏らしながら集じんする 

経産省産業技術環境局監修「公害防止の技術と法規」 



環境省災害廃棄物広域処理ガイドライン
2013年8月11日 

環境省はバグフィルターで99.9%～99.99%以
上のセシウム除去は「実証」済みというが・・ 



放射能汚染ごみを焼却の 
お墨付きを与えた分析データ 

 
環境省第3回災害廃棄物安全評価会議 

資料6-3 高岡昌輝氏（京大） 



環境省第3回災害廃棄物安全評価会議 
に提出されたデータの根本的疑問 

●Cs除去率99.87%、99.99%とされる根
拠の分析データは「2009年秋採取」のも

の、つまり福島原発事故による実際の
放射能汚染ごみの焼却結果ではない。 
●ただ、1か所、1回のデータのみ。 

●どのような条件（燃焼炉の詳細、ごみ
の投入量や状態、ごみ中のセシウム、ス
トロンチウムの量や性状など）が全く不
明。 
 



すべて検出
限界以下 

すべて検出
限界以下 

Cs濃度（BF前）は一般的に言われる2山分布を示している。 
Cs濃度（煙突）ではすべて検出限界以下。 
Sr濃度（BF前）は粒径の小さなものが全て検出限界以下、Sr濃度（煙突）ではすべて検出限界以下。 

3.3μ以下はすべ
て検出限界以下 

2009年秋、「A自治体」のごみ焼却炉のバグフィルター前、煙突で排ガス中の粉塵を採
取、粒径別に質量を計測。 

環境省第3回災害廃棄物安全評価会議 
に提出されたデータの根本的疑問 

問題は住民の健康と命に係わるーこれでは納得できない。 


